
別紙様式２‐② 

御調高等学校 第３学年  外国語（英語）科 年間評価計画                                                  

技
能 

 

単

元 

資質・能力 

実施時期 質的ルーブリック（判断基準） 

１学期 ２学期 ３学期 
考え・基礎知識 

（Ideas） 

つながり 

（Connections） 

応用・ひろがり 

（Extensions） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 

話
す
こ
と 

読んだり聞いたりしたにこと

ついて，理由とともに英語で

話すことができる。 

  〇 ◎    ◎  〇 〇       ◎  〇   ◎  

既知の語句を使って，１つ以上
の理由とともに話すことがで
きる。 

既知の語句を使って，２つ以上の理
由とともに話すことができる。 

既習の定型表現を応用して，
様々な場面や状況に応じて理
由とともに論理的に話すこと
ができる。 

コミュニケーションを継続で

きる。 
〇    〇    〇    ◎         〇  〇 

単語やフレーズレベルであれ
ば，会話を継続することができ
る。 

自分の知識を使って，フレーズとフ
レーズをつなぎ合わせながら，コミ
ュニケーションを継続できる。 

その場の状況，聞き手の反応
に応じて，質問に答えたり，
質問したりしながらコミュニ
ケーションを継続できる。  

書
く
こ
と 

日常生活等の特定の話題につ

いて，英文を適切に書くこと

ができる。 

 ◎    ◎       〇  〇     ◎ 〇    

義務教育段階の単語や表現を
用いて書くことができる。 

義務教育及び高校１年次段階に習
得した単語や表現を用いて，場面や
状況に応じて適切に使い分けて書
くことができる。 

既習の定型表現を応用して，
場面や状況に応じて，様々な
内容について論理の展開が明
確な文章を書くことができ
る。 

自分の意見を伝えるための英

文を理由とともに書くことが

できる。 

  ◎    ◎    ◎   〇   ◎      〇  

義務教育段階の単語や表現を
用いて１つ以上の理由ととも
に英文を書くことができる。 

義務教育及び高校１年次段階に習
得した単語や文法を用いて，２つ以
上の理由とともに英文を書くこと
ができる。 

既習の定型表現を応用して，
必要な情報や自分の意見を相
手に伝わるように理由ととも
に論理的に書くことができ
る。 

聞
く
こ
と 

必要な情報を含んだ英語を聞

いて理解することができる。 
   〇   〇     〇  ◎  〇   ◎      

WPM70 語程度の速度であれ
ば，必要な情報の概要を捉え理
解することができる。 

WPM80 語程度の速度であれば，必要
な情報の要点を捉え，理解すること
ができる。 

WPM90語程度の速度であれば，
必要な情報の要点を捉え，理
解することができる。 

読
む
こ
と 

様々な内容に関する英語を読

んで適切に理解することがで

きる。 

◎    ◎ 〇  〇  ◎     ◎ ◎ 〇  〇  ◎ ◎  ◎ 

高等学校１年生で習得されて
いることが望ましい語彙や定
型表現を含むまとまった英文
を理解し，概要や要点を把握す
ることができる。 

高等学校２年生で習得されている
ことが望ましい語彙や定型表現を
含むまとまった英文を読んで概要
や要点を理解することができる。 

高等学校卒業時までに習得さ
れていることが望ましい語彙
や定型表現を含むまとまった
英文を論理展開を把握しなが
ら，概要や要点を理解するこ
とができる。 

正確な発音やイントネーショ

ンで英語を音読することがで

きる。 
 〇       ◎   ◎      〇       

高等学校１年生で習得されて
いることが望ましい語彙を含
む英語を正確に音読すること
ができる。 

高等学校２年生で習得されている
ことが望ましい語彙を含む英文を
聞き手に意味内容が伝わるように
音読することができる。 

高等学校終了時で習得されて
いることが望ましい語彙を含
む英文を，場面に応じて，聞
き手に意味内容が伝わるよう
に音読することができる。 

主な学習活動 

（協議，討論，発表等） 
   

プ

レ

ゼ

ン 

        

プ

レ

ゼ

ン 

         
協

議 
 

   

 

意欲・態度，価値観・倫理観 
考え・基礎知識 

（Ideas） 
つながり 

（Connections） 
応用・ひろがり 
（Extensions） 

立場や考え方の違う人々を理解するとともに，相手を尊重しなが

ら協同的に課題解決をすることができる。（ＥＳＤ） 

・ペアやグループでの活動に参

加できる。 

・自分の考えを，英語で伝えよ

うとする。 

ペアやグループで協力して課題

を解決できる。 

多面的に物事を捉え，新たな価値創造に向けて，コミュニケーションを図ることができる。 

 


